
  

 

CONTENTS 

1-3. 特集 私の暮らしの中の SDGｓ 

   佐野理事長の４年間振り返り 

4. 専門委員会活動 

  私たち組合員のパートナーW.Co 

 6. StepUp 点検報告/理事会報告 

7. レポート 

8. インフォメーション 

      

                  × ローカル SDGｓ 

 「第一次生活クラブ2030行動宣言」には8つの重要目標があります。

消費材、環境・エネルギー、福祉・たすけあいに関する分野、非戦と平和、

8つめの目標は、組合員活動についてまとめた「情報開示と自主管理を基

本とし、自ら考え、決め、実行します」となっています。 

そのどれもが、日々の選択や一歩踏み出すことで達成に近づく目標です。 

『私たちの暮らしの中の生活クラブ』はSDGsにつなが

っていることに気づくことでしょう。 

コモンズ・デポーの活動の中のSDGｓもぜひ見つけて

くださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かわさき生活クラブ生活協同組合理事会 
 

問合せ:kawasaki.seikatsu.club@gmail.com 

2022年 6月 

180号 

 生活クラブには配送の８つのコモンズと、店舗型の３つのデポーがあります。 

 それぞれの組織を担当している５人の理事と佐野理事長が集まり、「私の中の生活クラブ～地域で

印象的だったこと＆これからの目標」をテーマに座談会を行ないました。自分が担当しているコモン

ズ・デポーのことを中心に、これからのかわさきについて語り合いました。 

特集 

かわさき生活クラブ生協は 川崎市の

SDGsゴールドパートナーに認証されまし

た。「誰一人取り残さない」持続可能な未

来をめざして、川崎市と一緒にSDGs を

推進します。 

 

自然に恵まれ福祉施設も多く

人にやさしい。明治大学には

登戸研究所資料館があります。 

市川礼子(たまコモンズ・のぼりとデポー)  

 

男女ともご長寿の宮前区。健康へ

の意識も高いのは、起伏に富んだ

地形のせいかもしれません。 

河野里美(宮前コモンズ・宮前平デポー) 
 

２つの配達センター(高津 

と矢向)からの配送があるエ

リアです。南部エリアは、平

和や人権学習も盛んです。 

高木孝代（かわさきコモンズ･ 
幸コモンズ･中原コモンズ） 

 

るーむら麻生がオープン 

しました。地域福祉の充実、

暮らしの変化のワクワク感

があります。下妻理智 

(あさお東コモンズ･あさお西コモンズ) 

 

まちづくり活動が活発な高津区 

です。橘公園での仲間づくり企画

はおなじみになってきました。 

福本良子(高津コモンズ･たかつデポー) 

←第一次生活クラブ2030 行動宣言は

こちらから。８つの重要目標をぜひ 

確認してみてくださいね。 
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河野）宮前は、デポーの「ままのわ」がアソシエーショ

ンになり、道具として「こんなのもあるよ」と紹

介していきたい。組合員の興味関心が地域へ広が

っていけることや、「生活クラブステーション」の

実施に向けて、夢を描いて活動していけるような

気がします。 
 

高木）すごく盛り上がっていることを実感しています。

中原の2022年のテーマは「であいの木」。テーマ

にちなんで、大会の時に二本の木の間に、いろい

ろな人が集まる様子を描いた模造紙を貼り出し

ました。来た人に「好きな消費材」「環境」「やり

たいこと」を書いた付箋を貼ってもらう参加型の

展示を行っていました。 

   幸は元気があって、おおぜいの人が集まってい

る。サークル活動や、W.Coとの連携もいいなぁと

思います。運営委員長の呼びかけに応じて、

2022年のテーマ「会おう。伝えよう。一緒に作

ることは面白い！」全員で唱和したのが、すごく

良かったです。かわさきも、新たな人が出てきて

いて、活動の広がりがとっても楽しみです。 
 

下妻）北部エリアは４月に「るーむら麻生」がオープン

するので、勢いがあります。組合員スペースを活

用するための楽しい妄想が広がっています。屋上

には太陽光発電システムがあり、組合員はじめ、

協力いただいた方たちの寄付でできたことはう

れしいことです。地域の福祉拠点、居場所になり、

組合員活動の展開も楽しみです。 
 

組織委員会でW.Coこもれびの神谷さ

んの話がありましたね。介護保険制度前

からセンターの跡の場所を使っていた

から、日本で初めてのデイサービスを始

めた話から今までの話をしてもらえて、

運営委員長にも理解がすすみましたね。
 

市川）のぼりとデポーは、やりたいことがある組合員や、

手仕事が得意な組合員がいるので、一緒に活動す

る仲間が増えるといいなぁと思っています。拠点

があるし、たまと組んでエリアで動くこともでき

る。のぼりとは、8月リニューアルに向けて勢い

を期待したいです。行って楽しい！買って会って

話してうれしい！そんなデポーがいいですよね。

 

南部（中原・幸・かわさき）はコモンズが

連携して活動が広がりました。ワーカー

ズも加わり、パートナーシップ協約書を

見直して、地域を一緒に作る仲間だった

ことが確認できて、すごく成長した一年

でした。 

宮前は人とのつながりを大事にしたい人

が多かったですね。共済たすけあい委員

会が強くて、今年一年は共済が充実して

いました。性教育講座は、生活クラブの講

座として新たな仕掛けを行ない、人も集

まりました。宮前平は委員長が２人目出

産、ワンオペ子育てには地域が必要、自分

今年度は、好きなことをやろう～と「藤原

ひろのぶさんの講演会」だけと言っていま

したが、毎月いろいろな企画を立案して活

動してきました。「あさお夏のしゅうかい」

という北部エリアで大イベントを企画し

ましたが、緊急事態宣言が発出され中止に

 

たまコモンズは、ベテラン組合員が運営委

員になったり、人を呼ぶのが得意な組合員

は、子育てくらぶからつながり、運営委員

が増えたということもありました。「みん

なに何かを届けたい」という、人にあげた

い気持ちがあふれている、「学びたい」と

いう気持ちが見えました。運営委員会の体

たかつデポーは、単なるスーパーではな

い、まちを幸せにする･笑顔にする拠点を

体現できました。運営委員メンバーを始め

様々な人の応援がありました。フードバン

クチームの活動の大きな成果です。 

の経験から「ままのわ」というコミュニティをつくり、

たすけあいの輪がひろがりました 

せざるを得ませんでした。本当に残念でしたが、結束力

は強くなりました。 

制ができたことで、2022 年度は運営費の値下げを考え

るために組合員討議をしていきます。専門委員会もでき

そうです。 

高木孝代 

河野里美 

下妻理智 

市川礼子 

福本良子 

 高津コモンズは、2022 年度のテーマ「お得」を合言

葉に、高津コモンズに関われば関わるほど「お得」とい

う前向きな活動を進めています。職員とのコラボで地域

に仲間を作ることを楽しんだり、とても元気です。高津

区はコモンズ大会もデポー大会も盛り上がりました。 

担当した組織で印象的だったことは？ これからの組織に期待することは？ 

佐野めぐみ

(理事長) 
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福本）たかつデポーは、フードバンクチームの活動の他

にもたくさんの活動があります。FEC 全ての専門

委員長が立っていて、W も組合員が見える活動に

なっています。デポー大会に向けて、自らフロア

で声をかけて人集めをしてくれた組合員もいまし

た。委員からワーカーズへつながったりなど、色

んな活動が楽しく映って、生活クラブの理解･共感

がひろがっていることを実感しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐野理事長、お疲れさまでした 

コモンズ・デポーの担当理事が集まり、一年間の活動を

振り返ったり、今と未来のことを語り合ったり、とても

有意義な時間になりました。コロナ禍で思うように進め

られないことも多かったことは否めませんが、前向きに

考え、進んでいこうというコモンズ・デポーの息吹を感

じることができました♪ 

この４年間で思い出・印象に残っていることは？  

たくさんの生産者、おおくの地域活動や行政の方々と出

会い、色々なチャレンジや活動を共にできたことです

ね。かわさき生活クラブの名前と、活動への共感をより

ひろげられたことは嬉しいです。地域での知り合いが激

増しました。市長ともすっかり顔なじみになりました。
 

 

こころがけてきたことは？  

「出会いとつながりを大切に、コーディネート活動を」

とこころがけてきました。 
 

 

生活クラブと子育てについて 

添加物アレルギーがある長男のために、安心して飲ませ

ることができる牛乳が欲しくて加入。牛乳を飲み続けら

れるように、おおぜいの人に伝える活動を通して知り合

った組合員の方々に一緒に子育てしてもらいました。子

どもたちも、幼馴染のような友達がたくさんでき、私自

身も多世代の友人がおおぜいできました。 
 

 

これからの組合員活動へ何か一言 

日々の暮らしの中で、生活クラブのファンを増やす活動

を楽しんでほしいです。一人でも多くのひとに、生活ク

ラブのある暮らしが社会をよりよくできることを実感

してほしいです。 
 

佐野さんの好きな消費材、ベスト３ 

まずは 米 我が家は毎月 40kg 食べてます（以前より

は減ってますが……それでもまだ 40kg(^-^;） 

次に 牛乳 加入のきっかけの材。これが無いと、我が

家の元気が半減します。 

忘れちゃいけない 万能つゆ！ 開発者です(^-^) 

 生産者と調査研究から、利用結集活動まで一緒に苦労

した甲斐あり人気の材になっていて嬉しいです。 

以前カタログ
に掲載された 
写真です。�� 

文活くん２歳と 

��2020 年度の 

東日本大震災復興

支援まつり 高津

センター会場での

親子ツーショット 

座談会を終えて 

 2 期４年の任期を終えて、佐野めぐみ理事長が６月３日の総代会で退任です。思い出話を伺いました。 

 

文活くん(高校３年生)に聞いてみました。 
 

Q1.生活クラブの活動をしているお母さんを見て、

   どんな風に感じていますか？ 

 社会的にみて尊敬しています。 
 

Q2.お母さんが生活クラブ活動をしている中で、

  自分自身に何か影響はありましたか？ 

 視察や研修などで、色々な場所に連れていって

もらったおかげで、コミュニケーション能力と

第三者目線で見ることができるようになりま

した。 
 

Q3.かわさき若者会議に参加された理由は？ 

 紹介されて面白そうだったからです。 
 

Q4.参加してみて、どのように感じていますか？ 

 高校にいるだけでは出会えない価値観の人達

に出会えたことです。 

, 

一緒に写真に写っている 

小さい頃から見てきたお母さんの活動は、息子さんにしっかり
受け継がれているのが分かりました✨ 
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るーむら麻生で様々な食と出会いませんか！ W.Co

あいあいでは、年中無休で生活クラブの消費材を使った

食事の配食サービスを行っています。消費材など、確か

な素材を使った手作りのお弁当が評判です。食シゴト部

の部活動では楽しい仲間との出会い、組合員と麻生区の

農家と連携した収穫体験や、地域の農家や(社福)はぐる

まの会の野菜市の定期開催も計画しています。 

生産者を知ると応援したくなるのは消費材も同じ！

かわさき消費委員会では、生産者と対話する機会を増や

しています。全3回の「消費材まるわかり講座」では、

5月に米澤製油と生産者交流会を開催、6月～7月に国

産ブレンドなたね油の「消費材Step Up点検」を行いま

す。2月に実施した「鶏卵10個パック」の消費材Step 

Up点検の報告（本誌に掲載）も合わせてお読みくださ

い。初めての方が参加しやすいよう、生産者交流会や市

場調査の報告も行います。 

生産者とともに消費材をつくっていることを実感で

きる生活クラブならではの活動です。 

消費委員会 

 

生産者を身近に感じ、消費材の魅力を実感しよう！ 

 

 

●消費材StepUp点検事前準備学習会 6/14(火) 

●消費材StepUp点検 7/14(木) 

 

生産者とオンラインで接続します。

高津センターでの参加も可能です。

製造に関わる企業秘密も特別に聞け

ちゃうかも？！(6/7〆切) 

申込みはこちら↑ 

国産ブレンドなたね油 

遺伝子組み換えでないなたね

が原料。溶剤などの化学合成薬

品を使わず、搾油・精製を行っ

ています。 

 

共済たすけあい委員会 

 2022 年 4 月、るーむら麻生がオープンしました。 

上野千鶴子さんが 3 ユニット共育フォーラムの中でお

話してくださった、「これからの地域にほしいもの６つ

（①配食サービス ②在宅認知症高齢者の見守りネッ

トワーク ③成年後見 ④移動支援 ⑤社会参加 ⑥

市民参加の促進）」の機能があることが自慢です。 

 共済たすけあい委員会は、組合員同士のたすけあい

をひろげていくためにエッコロ共済、ハグくみ、福祉た

すけあい基金の加入推進を中心に話し合いをしていま

すが、地域福祉を知ること、自分事として受け止めなが

ら、いずれは誰もが高齢者になることや、諸々のサポー

トが必要になることも意識して考え合う活動を目指し

ています。 

「ここに来ればわかる～むら！」は合言葉。 

 介護保険だけでは支えられないとき、地域力でカバ

ーできることもあります。伝統的な資源としては、ご近

所、自治会、婦人会などですが、新たな資源としては、

自分たちでできる 助け合うしくみ、それは誰かのため

にもなり、自分のためにもなる、みんなのためのも

のだと考えます。るーむら麻生には、地域の方たち

とコミュニティーを築ける場所があります。１階に

はコミュニティスペースが、３階には広い組合員ス

ペースがあります。地域の人たちと一緒に「居場所

わいわい」で楽しんだり、大好評だった防災講座を

もう一回開催することも、気楽におしゃべり会を開

いたり、楽しみは無限大です。 

 

 

��１階のコミュニティスペースで本の花束会を行いました。 
快適な居場所です。 

るーむら麻生で展開するこれからの地域づくりとたすけあい 
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ワーカーズ・ 
コレクティブ 

W.Co デポット 
主な事業は、生活クラブ

の店舗業務全般です。 

一緒に働いてみたい方は

☎045-472-0530 

 子どもが小さいので、子育てと両立し

ながら働きたいと思っていました。 

 そんな中お買い物に行く度に明るい挨

拶やおすすめ消費材を呼びかける声が

こだまし、消費材の前で悩んでいると美

味しいレシピを教えてくれる、大好きな

宮前平デポーのワーカーズ募集の張り

紙を見つけたのが働くきっかけです。 

 子育て中で、急な休みが必要なことも

ありますがメンバーが子育ての先輩なこ

ともあり、理解してくれ、生活クラブの助

け合いの精神を感じることができます。 

 毎日たくさんの消費材を扱うので、覚

えることがたくさんありビックリもしまし

たが、その分できることが増えたり、消

費材のことを幅広く知れて詳しくなれる

ことはとても楽しいです。それに失敗し

ても、大丈夫！なんとかなるよ！とフォ

ローしてくれる仲間がいてあたたかいで

す。そんなワーカーズや組合員の方と作

るデポーに働く仲間がもっと増えたらい

いなと思います。 

  W.Co デポット 宮前平ブランチ  

             中山 明菜さん 

るーむら麻生の屋根に自家消費型太陽光発電パネ

ル設置と、緊急時対応のための蓄電池と発電システム

が設置され、温室効果ガス削減に寄与する拠点になり

ました。環境にやさしい電気をつくり、つかうことで

CO２排出量を削減できます。 

太陽光発電での年間発電量は 1 万 5000KWｈ。

施設全体の電気使用量の 40％を占め、年間で約 40

万円の電気料金が節約できます。太陽光発電で作ら

れ、施設で使い切れなかった電気を蓄電池にためるこ

とでエネルギー効率が高まります。また、蓄電池にた

めた電気は、停電時でも時間に関係なく使うことがで

き、災害時などに非常用電源として使用することがで

きる安心を確保します。災害時には地域の方にも開放

して地域貢献にもつながります。 

電気が足りなくなった場合には「生活クラブでん

き」※と電力供給契約をしているので自家発電で賄え

ない分を補います。そのため、自然エネルギーの使用

率が非常に高く、環境に優しい施設が実現できます。

自然エネルギー100％、CO2 排出０も夢ではありま

せん。 

発電状況は、るーむら麻生に、リアルタイムで発電

状況を確認できる液晶モニターを設置するので、発電

量、電気の使用状況が確認できます。 

 

おおぜいの組合員や生活クラブ関連団体、関係者の

寄付のおかげで、太陽光発電所が完成しました。発電

した電気をるーむら麻生でつかう自家消費型の発電

システムは、災害時や緊急時にも事業継続ができるよ

う、蓄電池および緊急時発電設備（LG ガス発電）も

導入。FEC 自給圏を実現します。 

※生活クラブでんきは、再生

可能エネルギー（化石燃料や原

発に頼らず、エネルギーの原料

を国内で作る自然由来（太陽

光、・風力・地熱・中小水力・バイ

オマスといった温室効果ガスを

排出しないエネルギー）が 6

割、100％再生可能エネルギー

を目指しています。 

働きたいなと思ったら毎月 15 日は行こう！
W.Co デー開催中！  
こちらのフォームから一括で川崎市周辺の
複数の W.Co にご連絡いただけます� 

    �� 

生活クラブエナジーの

ページはこちらから 

新規申込みもできます 

生活クラブるーむら麻生太陽光発電所ができました！ 

環境平和委員会 
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